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６月16日㈪～７月18日㈮※必着 
応募先

〒367－8501　
本庄市本庄3－5－3
本庄市市民活動推進課
☎0495－25－1118
Ｆ0495－22－0602
３katudou@city.honjo.lg.jp

愛 称
ふりがな

理 由

ふりがな

年　齢
歳

氏 名

住 所
〒

電 話 番 号

・覚えやすく、親しみのあるもの
・施設のコンセプトや特徴がイメージできるもの
・自作の未発表作品で、他の名称や商標などに類似していないもの

（仮称）市民プラザ跡地複合施設　愛称募集要項

応募規定
どなたでも何点でも応募可。ただし、１応募につき１作品のみ。

応募方法
１．次の事項を記入し、応募箱へ投かん又は郵送、ファックス、電子メールで応募してください。
　　①愛称（ふりがな）　②愛称の理由　③氏名（ふりがな）　④住所　⑤電話番号　⑥年齢
２．応募チラシの配布及び応募箱の設置場所
　　本庄市役所総合案内（市役所１階）、総務課（総合支所仮庁舎）、中央公民館、コミュニティセンター
※応募チラシは、市ホームページからもダウンロードできます。

選定方法
応募作品の中から愛称選考会で選定のうえ、愛称を決定します。
愛称の発表は、10月頃を予定しています。

そ の 他
・採用された人は、オープン式典で表彰します。
※同名応募が多数の場合は、抽選などを行います。
・個人情報は本庄市において適切に管理し、愛称選定に必要な業務にのみ使用します。
・採用作品に関する一切の権利は、本庄市に帰属します。
・著作権などに関わる問題が生じた場合は、全て応募者の責任となります。
・やむを得ず一部修正する場合があります。
・採用作品とともに「氏名」、「年齢」を市のホームページなどで公表します。
・応募作品は返却しません。
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　合併前に旧市町でそれぞれ整備を進めてきた公共施設
（※）には、施設機能の重複や偏りが見受けられます。
　また、これらの施設の半数以上が建築後30年以上を経
過しているため、今後、老朽化が進むことで、施設の大
規模な改修や建て替え時期を迎えることになります。
※公共施設とは、主に小中学校や公民館、体育館、文化
会館、市営住宅などの建築物を対象としています。

公共施設マネジメント白書を公開します

○「本庄市公共施設マネジメント白書」及び同概要版は次の場所で閲覧できます（図書館では貸し出し可）
　市ホームページ、図書館（本館・分館）、企画課（市役所３階）、総務課（総合支所仮庁舎） ★企画課☎㉕１１５７

○公共施設のあり方を考えるときです！

　市が保有する公共施設の利用状況や建物の状
況、維持管理にかかる費用などの全体像を明ら
かにします。市民のみなさんと公共施設の現状
や課題、配置の状況などの情報を共有し、施設
の統廃合や維持管理のあり方、サービスの提供
方法など、今後の施設全体のあり方を検討する
ための基礎資料として作成しました。

○公共施設マネジメント白書って何？

　平成24年度実績で、光熱水費や修繕費などの建物の維
持管理に要した費用や施設で提供しているサービスにかか
る人件費、指定管理料など施設の運営に要した費用の支出
合計は約22.１億円です。施設の使用料や家賃などの収入
合計は約9.4億円であり、支出合計に対して収入合計の占
める割合は約43％となっています。
　収入から支出を差し引いた実質的な市の負担額は約
12.7億円となります。

○施設の維持管理 ・運営にどのくらい費用がかかるの？

　市が保有する公共施設のうち、「本庄市公
共施設マネジメント白書」で対象とする施
設は116施設で、延床面積の合計は約20万
平方メートルになります。
　市の施設は、昭和40年代から昭和50年
代後半にかけて多く整備していて、延床面
積ベースで建築後30年以上を経過する施設
が全体の約53％、建築後40年以上を経過
する施設が全体の約14％を占めています。

○市にはどのくらい公共施設があるの？老朽化の状況は？

　既存の公共施設のすべてを維持する場合、
年間の維持管理や運営にかかる費用に加え、
施設の大規模な改修や建て替えも踏まえる
と大きな財政負担となることが想定されま
す。一方で、人口減少や少子高齢化が進み、
税収の伸び悩みや住民福祉を支える費用の
増大など、厳しさの続く財政状況下におい
て、公共施設の整備などに支出できる費用
には限りがあります。

○公共施設を取り巻く課題は？

　「本庄市公共施設マネジメント白書」で把握した現状や課
題をもとに、将来にわたって維持可能な施設の規模を定め、
施設を通じた行政サービスの維持・向上のための最適な施設
配置や効率的な管理運営の指針となる「公共施設再配置計画」
を今年度から策定していく予定です。
　公共施設は、みなさんにとって身近なものです。今後、計
画の策定にあたっては、みなさんの意見も伺いながら、検討
を進めていくことが必要と考えています。ご理解とご協力を
お願いします。

○今後の公共施設のあり方について検討します
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施設全体の維持管理・運営費（支出）及び使用料・家賃など（収入）（単位：億円）


